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1. 疋田康行先生との出会い
疋田康行先生は    年３月,   年間の長きにわたり研究・教育にあたられた立教大学経済学
部を定年退職されました｡ 思い返せば, 私が初めて疋田先生にお目にかかったのは, 本学経済
学研究科の入学試験面接の場でした｡ 先生がまだ  歳代前半の専任講師時代のことだったと思
います｡ 面接場におけるラフなジャンパー姿を今でも覚えています｡ そもそも私が本学経済学
研究科を受験した理由は, 疋田先生が 『歴史学研究』 に執筆された ｢ファシズム下の独占間競
争と天皇制権力の独自性｣ および中村政則編 『体系・日本現代史』 に収録された ｢戦時経済統
制と独占｣ を読み, 先生の指導を受けたいと思ったからでした｡ 当時, 専任講師であった疋田
先生はまだ大学院科目を担当していませんでしたが, 面接後に主面接者であった立入広太郎教












経済学研究会の紀要 『立教経済学論叢』 第  号 (    年２月) に特別寄稿された ｢大学教員と




















疋田先生の中村ゼミにおける最初の報告は, 大内力 ｢国家独占資本主義｣ 論批判で, 恐慌回避
のための反循環政策を本質とする議論では戦後の高度経済成長を説明できないとする趣旨だっ
たそうです｡ また, 先生の修士論文は戦時経済期に急拡大した航空機工業を対象に, 国家権力
と独占的製造企業との関係を論じた ｢日本航空機工業の発展と崩壊｣ であり, これは 『一橋論







トされ, 中村政則編 『体系・日本現代史 第４巻 戦争と国家独占資本主義』 (日本評論社,    年) に収録された ｢戦時経済統制と独占｣ として公表されました｡ さらに一橋大学大学院
時代に疋田先生は, ｢ファシズム下の独占間競争と天皇制権力の独自性｣ と題する論文を 『歴
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野を超えて, 日本近現代史を総合的に学会レベルの通説に基づき講義する経験は有益であった
とお聞きしています｡ これら非常勤講師としての職歴を経て, 疋田先生は    年４月に ｢日本
資本主義発達史｣ 担当の専任講師として立教大学経済学部に着任されます｡ 疋田先生の立教大
学経済学部時代については後ほど触れることとし, 次に先生のご研究の学問的意義について簡
単に紹介させていただきます｡ なお, 先生のご研究全てを紹介することはできません｡ ここで
は論及が代表的な研究に限定されることをあらかじめ申し添えておきます｡
３. 国家独占資本主義史研究
疋田康行先生のご研究は, その内容から概ね, ①国家独占資本主義史, ②電気通信事業投資
を軸にした対中国借款研究, ③南方共栄圏研究, ④満洲企業史研究の４つに整理できます｡ こ
れらの グループに含まれない, ｢産業構造｣ (    年代史研究会編 『    年代の日本資本主義』
東京大学出版会,     年), ｢人絹部と毛糸毛織物部の活動｣ (中村政則ほか編 『戦時華中の物
資動員と軍票』 多賀出版,     年), ｢財政･金融構造｣ (浅田喬二・小林英夫編 『日本帝国主義
の満州支配』 時潮社,     年) などの研究成果もありますが,     年代日本の産業構造を分析








介しましたが, 先生の修士論文をベースにした ｢戦前期航空機工業資本の蓄積過程｣ では, そ
の目的が ｢航空機工業独占と国家権力との癒着の進展過程｣ を明らかにすることに置かれます｡
本研究では航空機工業独占企業として三菱重工業と愛知航空機が二類型と措定され, 非独占企


















住友, 古河, 三菱など財閥資本を中心とする競争構造, さらに業界統制の主導性をめぐる資本
と国家間の争奪状況に検討が加えられ, 戦時統制と産業独占との関係を明らかにするものです｡

































められました｡ この共同研究の成果が,     年に公刊された国家資本輸出研究会編 『日本の資
本輸出－対中国借款の研究』 (多賀出版) です｡ 疋田先生が経済学部に着任して５年後のこと
になります｡
同書刊行以前に疋田先生はその研究成果の一部を ｢    年代前半の日本の対中国経済政策の
一側面－債権整理問題を中心に｣ (野沢豊編 『中国の幣制改革と国際関係』 東京大学出版会,    年) に公表していましたが, 同論文の内容を一部含む形で 『日本の資本輸出』 第３章に
｢両大戦間期の対中国債権問題｣ を執筆されました｡ 同書は日本敗戦前における対中国投資の































思想と展開』 文献出版,     年) を紹介しておきます｡ 本論文は本学経済学部において長く日
本経済史をご担当された逆井孝仁名誉教授の還暦記念として編まれた論文集に収録された研究







日本の①武漢電話借款, ②交通部電話拡張借款, ③第 次有線電信借款, ④海軍部双橋無線電






に加えて, 『立教経済学研究』 に掲載された ｢日本の対中国電気通信事業投資について―満州
事変期を中心に―｣ ( 『立教経済学研究』 第  巻第４号,     年) や ｢日本電気通信工業の展
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た研究です｡ その成果は, 疋田康行編著 『｢南方共栄圏｣ ―戦時日本の東南アジア経済支配―』









ると, 第１章 ｢『南方共栄圏』 研究の課題と日本の戦時経済支配の特徴｣ において述べられま
す｡ 同書はこの課題に向けて全  章,    ページに及ぶ論考に加えて, ５種,    ページの統計
データが巻末に付され, 総ページ数が   ページとなる大著です｡ その内容もアジア太平洋戦
争開戦前の蘭印・仏印交渉から始まり, 海軍南方民政の状況, 貿易政策, 軍事財政と通貨金融
政策, 三井・三菱・古河・石原産業を中心にした南方企業進出, 南方軍政, 運輸政策, 労務動













なお, 本研究では疋田康行先生は                                                                 (                                                                                    年) と題する英語論文を執筆し,
同論文を収録した研究書はオランダで公刊されています｡ さらに, 疋田先生は    年  月に立
教大学において, オランダとの国際学術ワークショップ (           (  )                                           ) を主催され, 同ワークショップにおいて                                                    と題する報告も行いまし
た｡
６. 満洲企業史研究




私と老川慶喜先生がメンバーに加わりました｡ 疋田先生は 『日本植民地研究』 第４号 (龍溪諸
舎,     年) の特集 ｢日本の資本輸出｣ に ｢十五年戦争期の日本の資本輸出―財閥資本の対
『満州』 株式投資を中心に―｣ を執筆し, すでに対満洲投資研究に関して研究成果を公表して
おりました｡ 満州事変以降の日本の資本輸出に関して, 在外企業への株式投資を中心にマクロ
的な検討を加え, 十五年戦争期におけるその特徴を明らかにすることを目的に掲げた同論文で,
疋田先生は, ①敗戦時点の日本大企業の対外株式投資残高の確認, ② ｢満州国｣ の資本導入政
策, ③    年時点での在 ｢満州｣ 株式会社への日本からの投資状況, ④敗戦時点での在 ｢満州｣




また, それ以上に進出資本の活動を現地派遣軍の統制のもとに置くために, 推進された｣ と説
明されました｡ しかし, こうした結論は ｢いまだ概括的なものであり, 各資本の投資戦略や各
地での企業統制政策など, さらに追求すべき論点は数多い｣ と本論文の末尾を結んでおられま
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議所編 『満洲銀行会社年鑑』     年度版, 最後に同年鑑の最終年次版である    年版を用いて,
日本の対満洲直接投資の変遷を総体的に把握することを企図するものでした｡ 疋田康行先生は




て研究は進められ, その研究成果は鈴木邦夫編著 『満州企業史研究』 (日本経済評論社,     
年) として公刊されました｡ 『 ｢南方共栄圏｣ ―戦時日本の東南アジア経済支配―』 は総ペー







業の資本系列, ②財閥系法人企業, ③通信事業, ④金属工業, ⑤機械器具工業を担当されまし
たが, それぞれに先生のこれまでの研究蓄積が反映される研究となっています｡ また, 疋田先
生は本研究を進めるなかで, ｢『大東亜共栄圏』 における経済統制と企業―満洲を中心に｣ を,
岩波講座 ｢『帝国』 日本の学知｣ 第２巻の 『｢帝国｣ の経済学』 (岩波書店,     年) 第７章と
して公表します｡ 本論文で疋田先生は ｢満洲｣ を中心にしながら ｢十五年戦争期における日本
の経済統制を, その支配領域全体にわたって把握するための方法｣ を提示し, そのために必要
な諸課題についても指摘されました｡
疋田康行先生は中国借款投資研究を契機として, 日本植民地経済史研究をご自身の研究分野
として研究を進めてこられました｡ この研究テーマが有する意義について, 疋田先生は 『経済






えない｡ アカデミックな研究としては, 個々の ｢事実｣ をつまみ食いした主張や評価ではなく,
世界史的なコンテクストの中に位置づけた客観的で緻密な実証研究を精力的に重ねることが,
まず重要であろう｡ その基礎の上で, かつて 『大東亜共栄圏』 に包摂した諸地域の国家や社会
を含めた世界の中で, 今後どうすれば互恵的で安定した社会経済関係を構築していけるのかと
疋田康行先生の人と学問    
いう観点から, 歴史的な評価を提案すべきであろう｡ 研究は, 民主主義社会においては, アカ
デミズムに閉じこもればその社会的な役割が問われる｣ と結びました｡ これは ｢見たいと欲す
る幻影｣ のみを ｢歴史｣ と錯誤する風潮が蔓延した時代に生きる研究者に投げ掛けられた先生




大学院の修了後, 横浜国立大学の非常勤講師を経て, 疋田康行先生は    年４月に ｢日本資
本主義発達史｣ 担当の専任講師として本学経済学部に着任された点は, すでに記しました｡ 当




にも, 導入科目である ｢基礎演習｣ や ｢外書購読｣ も担当され, あらたに ｢情報処理｣ が新設
されるとそれも担当されました｡ 先生は教育方法にも工夫を凝らされ, ｢基礎演習｣ では学生
時代の研究サークルの経験を活かしたグループワーク方式を導入し, 専門文献の講読やレポー














疋田先生は学部教授会, 教職員組合, 部長会などの議論を通じて, 当時の立教大学には中・長
期的展望を有した経営戦略やガバナンスが欠如しているとする認識を強くして行きます｡ こう





























感じます｡ 定年退職される先生を記念して発行される 『立教経済学研究』 疋田康行教授記念号
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